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別表５の１ 出航前の検査関係（検査項目例） 

船体の検査 

１ 船体に亀裂や破口はないか。 

２ エンジンルームや船底のビルジ（汚水）の量は普段より多くないか。 

エンジンの検査 

３ 航海計画に見合った燃料は十分にあるか。 

４ 燃料コック（バルブ）は開いているか。 

燃料フィルターやセジメンター（油水分離器）にゴミや水分の混入はないか。 

５ エンジンオイル（潤滑油）の量は十分か。 

６ 冷却清水の量は十分か。 

７ バッテリーの液量は十分か。また、ターミナルは十分締め付けられているか。 

バッテリーの耐用年数は切れていないか。 

救命設備等その他の検査 

８ 救命胴衣を着用したか。利用者に救命胴衣を着用させたか。 

９ 通信手段の充電量、予備バッテリーを確認したか。 

10 気象・海象情報、水路情報は確認したか。 

11 船の種類や航行区域等に応じて国土交通省が定める要件に適合した通信設備及び

救命設備を搭載しているか。 

12 落水者救助用の梯子は使用可能か。 

13 瀬渡しの際に使用するステップ等は搭載しているか。 

14 釣具・漁具等が安全な状態に設置・格納されているか。 

エンジン始動後のエンジンの状態確認 

15 回転計、冷却水温度計、油圧計、電流計、電圧計は正常値を指しているか。 

16 冷却用の海水は通常どおりの量や勢いで排出されているか。 

17 エンジンから異常な音やにおいは出ていないか。 
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出航前検査記録簿 （様式例） 

確認項目 １／10 １／11   ／     ／     ／     ／   

  １ ✓      

  ２ ✓      

  ３ ✓      

  ４ ✓      

  ５ ✓      

  ６ ✓      

  ７ ✓      

  ８ ✓      

  ９ ✓      

  10 ✓      

  11 ✓      

  12 ✓      

  13 ✓      

  14 ✓      

  15 ✓      

  16 ✓      

  17 ✓      

備考（異常時

の対応等） 

・・・・

・・・ 

     

確認者名 ○○ 

×× 

     

※確認時に項目に✓を入れる。 

電子媒体で作成・保存することも可 

適宜、行や列を追加すること 

確認者名には遊漁船業務主任者の氏名を記載。 


